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■調査の方法及び概要 

・対   象：無作為に抽出した 18歳以上の市民3,000人 

・調査方法：郵便による発送・回収 

・調査時期：令和６（2024）年 10月 

・回収状況：885票（回収率29.5％） 

（前回調査：平成26（2014）年 10月実施 回収率41.8％） 

 

■報告書の見方 

・ 集計結果の％表示は、小数点第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100％にならな

い場合があります。 

・ 複数回答が可能な設問の場合、内訳の合計が 100％にならない場合があります。 

・ 設問ごとの年齢別や地区別の集計は、無回答を排除しているため、有効回答数の合計が、全体

の有効回答数と合致しないことがあります。 

・ 10 歳代の回答は8人のため、本報告書では参考としています。 
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・「長年住みなれていて、愛着がある」や「古墳などの歴史資源やまち並みに風情を感じる」、「山や川、

田園など自然環境に恵まれている」が高評価の上位３項目となっています。 

・一方、「魅力ある店や商店街などが多く、買物の便が良い」、「自由に遊べる公園が整っている」、「道

路・交通網が整備されている」が低評価の上位３項目となっています。前回調査と比較すると、「道

路・交通網が整備されている」の評価が特に低下しています。 

 

  

問１  あなたは、現在の羽曳野市の「住みごこち」について、どのように感じておられます

か。                                             （１つに〇） 
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・「自然環境に恵まれている」が 40.9％と突出して多く、おおむね各年代でも多くなっています。 

 

 

 

  

問２ あなたが羽曳野市を居住地として選んだ最も大きな理由は何ですか。 

（１つに〇） 

40.9

11.1

6.7

5.1

2.8

2.5

2.3

2.0

1.4

1.2

0.2

17.4

6.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

自然環境に恵まれている

職場・学校に近い

買物の便が良い

親や子ども、その他親族と同居・近居する

治安が良い

風情あるまち並み

子どもの教育環境が良い

子育てへの支援が厚い

新たなライフスタイルの確立

病院など医療体制が整っている

地代・家賃が安い

その他

無回答

12.5

13.6

20.0

11.6

10.2

9.8

5.0

12.5

37.5

45.5

39.0

45.7

42.1

40.0

35.0

37.5

4.5

6.0

8.7

4.2

5.9

2.5

3.0

1.0

2.2

1.4

4.9

4.2

3.1

1.0

1.0

0.7

1.4

2.0

0.8

3.1

4.5

2.0

6.5

6.9

4.9

13.3

12.5

2.0

2.9

3.2

1.0

5.0

3.1

1.5

1.0

0.7

1.4

2.9

4.2

3.1

1.5

1.0

0.7

2.8

1.0

0.8

1.5

5.0

2.9

2.8

1.5

0.8

50.0

15.2

15.0

14.5

16.7

20.0

20.0

12.5

9.1

7.0

2.9

6.9

5.4

8.3

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

職場・学校に近い 自然環境に恵まれている

親や子ども、その他親族と同居・近居する 治安が良い

地代・家賃が安い 病院など医療体制が整っている

買物の便が良い 風情あるまち並み

子育てへの支援が厚い 新たなライフスタイルの確立

子どもの教育環境が良い その他

無回答
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・「どちらかといえば満足」が 59.2％と最も多く、次いで「満足」が 12.4％とこれらをあわせた満足

度が約７割を占めています。 

・20歳代、30歳代、70歳代以上の満足度が比較的多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問３ あなたは羽曳野市にお住まいになり満足されていますか。 

（１つに〇） 

12.4

15.4

10.2

15.2

59.2

56.1

61.3

100.0

57.6

20.9

20.8

21.8

9.1

4.2

5.1

3.4

6.1

3.3

2.6

3.2

12.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

男性

女性

その他

無回答

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満足 不満足 無回答

21.2

18.0

8.7

12.5

9.8

11.7

15.6

62.5

57.6

60.0

60.9

58.3

55.6

65.8

56.3

25.0

18.2

15.0

21.7

21.8

26.8

17.5

9.4

12.5

1.5

5.0

5.8

3.7

4.4

2.5

6.3

1.5

2.0

2.9

3.7

3.4

2.5

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満足 不満足 無回答
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・「ずっと住み続けたい」が 26.7％（前回 36.2％）、「当分の間住み続けたい」が 36.2％（前回

31.2％）となっており、これらをあわせた定住意向は 62.9％で前回調査の 67.4％を４.5 ポイン

ト下回っています。 

・「市外に移りたい」は 9.9％（前回８.０％）とわずかに増加しています。 

・年齢が上がるにつれて、住み続けたいの割合が増える傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較（市民アンケート） 

設問項目 令和元年１1月 令和６年９月 変化 

今後の居住意向    

 ずっと住み続けたい 36.2% 26.7% -9.5% 

 当分の間住み続けたい 31.2% 36.2% 5.0% 

 市外に移りたい 8.0% 9.9% 1.9% 

 

問４ あなたは今後も羽曳野市に住み続けたいですか。 

（１つに○） 

36.2

26.7

9.9

24.1

3.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

当分の間住み続けたい

ずっと住み続けたい

市外に移りたい

わからない

無回答

12.5

16.7

22.0

19.6

25.9

28.3

45.8

18.8

50.0

34.8

45.0

31.9

34.7

37.6

30.8

46.9

19.7

11.0

15.2

9.7

7.3

3.3

9.4

37.5

27.3

20.0

30.4

25.9

23.4

18.3

12.5

1.5

2.0

2.9

3.7

3.4

1.7

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

ずっと住み続けたい 当分の間住み続けたい 市外に移りたい わからない 無回答
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≪意見の要約≫ 

１．ずっと住み続けたい 

・交通の便がよく、通勤や買い物などの日常の移動がしやすいです。 

・スーパーやお店が近く、生活に必要なものがすぐに手に入る点が便利です。 

・騒がしくなく静かで、落ち着いて暮らせる環境が気に入っています。 

・治安がよく、安心して暮らせる地域であることに満足しています。 

・生まれ育った土地であり、慣れ親しんだ場所で生活する安心感があります。 

・昔からの知り合いや友人が近くにいて、つながりを感じながら暮らせます。 

・自然が豊かで、四季を感じながらリラックスできる環境が整っています。 

・家族や親戚が近くにいて、支え合いながら生活できるのが心強いです。 

・地域の人が親切で、温かみのある人間関係が築けていると感じます。 

・自分の家であることに愛着があり、落ち着いて暮らせることがうれしいです。 

・地域の雰囲気が好きで、長く住み続けたいと自然に思える場所です。 

 

２．当分の間住み続けたい 

・今の住まいに大きな不満がなく、快適に生活できているためこのまま住み続けたいです。 

・持ち家であることから、転居の予定がなく長く住むことを前提に生活しています。 

・親や家族と一緒に暮らしており、同居の必要があるため転居の予定はありません。 

・高齢の親の介護があり、現在の住まいが利便性や生活面でちょうど良いと感じています。 

・賃貸住宅であっても、立地や環境などの条件が自分に合っていると感じています。 

・動物を飼っているため、住環境を変えるのが難しく、今の場所にとどまる予定です。 

・これまでの生活スタイルが確立されており、変化を望まず落ち着いた暮らしを続けたいです。 

・子どもの学校や通勤の都合上、現在の地域での生活が最も都合が良いです。 

・周囲の人間関係や地域環境に満足していて、引っ越す理由が特に見当たりません。 

・このまま今の生活を維持したいと考えており、将来にわたっても住み続けたいと思っています。 

 

３．市外に移りたい 

・駅やバス停が遠く、交通手段が限られていて不便に感じています。 

・電車やバスの本数が少なく、移動に時間がかかることが多いです。 

・車がないと生活が難しく、公共交通機関の整備を望んでいます。 

・交通渋滞やアクセスの悪さから、別の場所への移住を考えるようになりました。 

・深夜の騒音や暴走族の走行音など、治安に対する不安があります。 

・災害対策や避難場所の整備が不十分で、万が一の時に不安を感じます。 

・日常生活に必要な施設やサービスが少なく、生活に不便を感じています。 

・自然環境は良いが、カラスやコウモリなどの被害に困っています。 

・仕事や学校への通勤・通学が不便で、もっとアクセスの良い場所に移りたいです。 

問 5 問４の１～３に○をつけた方はその理由をご記入ください。 
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・買い物が不便で、近くにスーパーや生活用品を買える場所が少ないです。 

・医療施設が遠かったり、数が限られていて将来的に不安があります。 

・高齢になった時の生活を考えると、今の場所では不安があります。 

・子どもが成長したときに通いやすい学校や環境が整った場所に引っ越したいです。 

・安全面や生活面での利便性を求めて、別の地域への転出を検討しています。 

・地域の活動範囲や生活圏とのズレを感じ、より生活の中心に近い場所に住みたいです。 

・ごみ処理や町内の整備が十分でなく、快適な生活を求めて引っ越しを考えています。 

・子育てや福祉の面でサポート体制が整った地域に移りたいと感じています。 
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【満足度】 

・「消防・救急体制の充実」、「安全で安定した上下水道の整備」、「健康づくりの推進と医療体制の充実」

が満足度（満足・やや満足）の上位３項目となっています。 

・一方、「安全・快適な道路整備と公共交通の確保」、「調和の取れた土地利用、良好な市街地整備」、

「商工業・サービス業の活性化」が不満度（やや不満・不満）の上位3項目となっています。 

  

問６ あなたはこれまでの羽曳野市におけるまちづくりについて、どの程度満足されてい

ますか。また、これからどのようなまちづくりが重要だとお考えですか。 

（それぞれ１つに○） 

6.1 

9.9 

5.2 

4.0 

3.5 

2.7 

4.4 

3.3 

1.8 

2.6 

2.4 

1.8 

1.9 

2.3 

2.0 

1.9 

2.4 

1.1 

2.3 

1.1 

1.1 

1.6 

2.1 

1.6 

1.2 

1.8 

2.0 

1.9 

1.1 

1.4 

1.4 

1.6 

1.6 

1.2 

1.0 

1.0 

21.4 

17.2 

20.1 

19.2 

16.9 

17.5 

13.6 

11.0 

11.9 

11.0 

11.0 

10.7 

10.6 

9.4 

9.6 

9.5 

8.6 

9.7 

8.5 

9.2 

8.7 

8.2 

7.1 

6.8 

7.0 

6.4 

6.1 

5.8 

6.4 

6.2 

6.0 

5.1 

4.9 

4.6 

4.7 

3.8 

60.2 

52.0 

58.8 

62.7 

54.9 

53.8 

65.3 

64.2 

60.3 

67.1 

63.1 

64.3 

64.3 

69.2 

66.2 

67.2 

66.2 

40.5 

64.9 

53.0 

70.5 

68.6 

74.2 

69.5 

65.2 

72.1 

71.1 

74.2 

65.3 

75.1 

69.9 

63.3 

65.2 

62.9 

75.0 

68.9 

6.2 

11.3 

9.7 

7.2 

15.0 

16.3 

10.4 

13.6 

17.9 

10.2 

16.0 

15.1 

12.5 

11.9 

13.9 

11.5 

13.2 

30.3 

15.3 

25.0 

11.5 

13.3 

8.1 

13.2 

15.6 

12.0 

12.1 

10.2 

16.9 

8.2 

12.9 

19.0 

17.9 

20.3 

10.2 

16.7 

2.7 

6.3 

2.8 

2.4 

5.1 

6.3 

3.1 

4.3 

4.7 

4.0 

4.2 

4.6 

6.1 

4.0 

4.7 

5.3 

5.1 

15.0 

5.2 

7.7 

3.4 

3.7 

3.8 

5.1 

6.4 

3.1 

4.9 

3.1 

5.6 

3.7 

4.7 

6.4 

5.9 

6.3 

3.5 

4.0 

3.4 

3.3 

3.4 

4.5 

4.5 

3.4 

3.3 

3.7 

3.4 

5.2 

3.4 

3.4 

4.5 

3.4 

3.5 

4.5 

4.5 

3.4 

4.0 

4.1 

4.7 

4.5 

4.5 

3.8 

4.5 

4.6 

3.8 

4.9 

4.5 

5.3 

5.1 

4.6 

4.6 

4.5 

5.5 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

消防・救急体制の充実

安全で安定した上下水道の整備

健康づくりの推進と医療体制の充実

豊かな歴史・文化の継承と振興

市役所の窓口サービスの利便性向上

憩いと安らぎを与えるみどり･空間整備

ごみの減量化と再資源化の推進

環境保全・美化活動の促進

うるおいのある住環境と景観形成

情報公開と広報・広聴の充実

防犯対策の充実

安全・安心な消費生活の確保

安心して産み育てられる子育て支援

共に支え合う地域福祉の充実

いきいきと暮らせる高齢者福祉の充実

生きる力を育む学校教育の充実

市民を守る危機管理対策の充実

安全・快適な道路整備と公共交通の確保

防災・減災に向けた体制整備

調和の取れた土地利用、良好な市街地整備

誰もが主体的に学び続ける生涯学習の推進

生涯スポーツ・レクリエーションの推進

平和意識・人権尊重の啓発・高揚

生活支援などのセーフティネットの確保

次代を担うこども・若者育成支援の推進

都市農業の振興

自立した生活を支える障がい者福祉の充実

あらゆる分野での男女共同参画の促進

安心して働ける労働環境の充実

市民協働と地域コミュニティの活性化

持続可能な行財政運営の推進

シティプロモーションの推進

観光振興・都市間交流の充実

商工業・サービス業の活性化

広域行政・地方分権の推進

まちを支える人材育成の推進

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答
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【重要度】 

・「安全・快適な道路整備と公共交通の確保」、「健康づくりの推進と医療体制の充実」、「消防・救急体

制の充実」、「市役所の窓口サービスの利便性向上」の重要度が特に高くなっています。 

 

  

46.9 
21.1 

16.6 
16.5 
16.2 
20.2 

16.6 
17.3 
15.9 
19.4 

11.3 
14.0 

19.3 
12.4 
13.0 
12.7 
12.8 
9.2 
9.6 
8.8 
11.2 
9.9 
12.0 
10.1 
7.6 
10.2 
10.3 
10.1 
7.2 
8.2 
7.7 
8.9 
8.0 
8.9 
6.9 
6.4 

22.5 
27.6 

31.6 
29.3 
28.7 
23.4 

26.1 
25.3 
26.1 

21.7 29.6 

26.3 20.9 
27.1 
25.9 
25.3 
24.2 

26.8 
26.2 
26.8 
24.3 
25.0 
22.1 

23.1 
24.6 
21.9 
21.1 
21.2 

24.0 
22.1 
22.1 
20.8 

18.2 
17.2 
19.2 
18.4 

7.1 
26.1 

38.4 

41.8 
38.4 

36.3 
39.0 
38.3 

39.1 
40.0 

33.9 

42.1 
41.8 

41.8 
41.1 

40.6 
42.1 
47.7 

41.8 
48.0 

44.0 
47.5 

46.4 
48.5 

43.5 
48.7 
50.8 

46.4 
48.7 
52.9 

50.5 
48.0 
55.1 
55.6 
54.9 
56.2 

12.3 
12.2 

5.0 
4.2 

6.6 
8.8 
8.5 

7.7 
7.2 
7.7 

11.9 
7.3 
7.3 
8.4 

8.8 
9.8 
9.2 

6.2 
10.5 

6.4 
8.6 

7.6 
8.8 
8.9 

11.8 
8.7 
7.3 

9.6 
8.6 
6.2 

8.9 
10.4 

7.6 
6.3 
7.7 
7.1 

4.4 
6.8 

2.8 
1.8 
4.1 
5.3 
3.4 
4.5 
4.2 
5.0 

5.8 
4.2 
4.2 
3.7 
5.3 
5.0 
5.2 
3.8 
5.1 
3.5 

4.5 
4.5 
4.6 
2.7 

5.4 
3.8 
4.3 

6.1 
5.0 
3.5 
4.0 
5.5 
4.3 
5.4 
4.0 
4.3 

6.8 
6.2 
5.5 
6.4 
6.1 
6.0 
6.4 
6.9 
7.5 
6.2 
7.6 
6.0 
6.4 
6.6 
5.9 
6.7 
6.6 
6.3 
6.8 
6.4 
7.5 
5.5 
6.0 
6.8 
7.1 
6.7 
6.1 
6.6 
6.6 
7.0 
6.8 
6.3 
6.8 
6.6 
7.3 
7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持続可能な行財政運営の推進
安全・快適な道路整備と公共交通の確保

健康づくりの推進と医療体制の充実
消防・救急体制の充実

市役所の窓口サービスの利便性向上
次代を担うこども・若者育成支援の推進

防犯対策の充実
防災・減災に向けた体制整備

市民を守る危機管理対策の充実
安心して産み育てられる子育て支援

調和の取れた土地利用、良好な市街地整備
安全で安定した上下水道の整備
生きる力を育む学校教育の充実
安全・安心な消費生活の確保

いきいきと暮らせる高齢者福祉の充実
商工業・サービス業の活性化

安心して働ける労働環境の充実
豊かな歴史・文化の継承と振興

憩いと安らぎを与えるみどり･空間整備
ごみの減量化と再資源化の推進
まちを支える人材育成の推進
共に支え合う地域福祉の充実

生活支援などのセーフティネットの確保
環境保全・美化活動の促進

うるおいのある住環境と景観形成
都市農業の振興

自立した生活を支える障がい者福祉の充実
シティプロモーションの推進

生涯スポーツ・レクリエーションの推進
情報公開と広報・広聴の充実

誰もが主体的に学び続ける生涯学習の推進
観光振興・都市間交流の充実

あらゆる分野での男女共同参画の促進
平和意識・人権尊重の啓発・高揚

広域行政・地方分権の推進
市民協働と地域コミュニティの活性化

高い やや高い ふつう やや低い 低い 無回答

21.1 

16.6 

16.5 

16.2 

20.2 

16.6 

17.3 

15.9 

19.4 

11.3 

14.0 

19.3 

12.4 

13.0 

12.7 

12.8 

9.2 

9.6 

8.8 

11.2 

9.9 

12.3 

12.0 

10.1 

7.6 

10.2 

10.3 

10.1 

7.2 

8.2 

7.7 

8.9 

8.0 

8.9 

6.9 

6.4 

27.6 

31.6 

29.3 

28.7 

23.4 

26.1 

25.3 

26.1 

21.7 

29.6 

26.3 

20.9 

27.1 

25.9 

25.3 

24.2 

26.8 

26.2 

26.8 

24.3 

25.0 

22.5 

22.1 

23.1 

24.6 

21.9 

21.1 

21.2 

24.0 

22.1 

22.1 

20.8 

18.2 

17.2 

19.2 

18.4 

26.1 

38.4 

41.8 

38.4 

36.3 

39.0 

38.3 

39.1 

40.0 

33.9 

42.1 

41.8 

41.8 

41.1 

40.6 

42.1 

47.7 

41.8 

48.0 

44.0 

47.5 

46.9 

46.4 

48.5 

43.5 

48.7 

50.8 

46.4 

48.7 

52.9 

50.5 

48.0 

55.1 

55.6 

54.9 

56.2 

12.2 

5.0 

4.2 

6.6 

8.8 

8.5 

7.7 

7.2 

7.7 

11.9 

7.3 

7.3 

8.4 

8.8 

9.8 

9.2 

6.2 

10.5 

6.4 

8.6 

7.6 

7.1 

8.8 

8.9 

11.8 

8.7 

7.3 

9.6 

8.6 

6.2 

8.9 

10.4 

7.6 

6.3 

7.7 

7.1 

6.8 

2.8 

1.8 

4.1 

5.3 

3.4 

4.5 

4.2 

5.0 

5.8 

4.2 

4.2 

3.7 

5.3 

5.0 

5.2 

3.8 

5.1 

3.5 

4.5 

4.5 

4.4 

4.6 

2.7 

5.4 

3.8 

4.3 

6.1 

5.0 

3.5 

4.0 

5.5 

4.3 

5.4 

4.0 

4.3 

6.2 

5.5 

6.4 

6.1 

6.0 

6.4 

6.9 

7.5 

6.2 

7.6 

6.0 

6.4 

6.6 

5.9 

6.7 

6.6 

6.3 

6.8 

6.4 

7.5 

5.5 

6.8 

6.0 

6.8 

7.1 

6.7 

6.1 

6.6 

6.6 

7.0 

6.8 

6.3 

6.8 

6.6 

7.3 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全・快適な道路整備と公共交通の確保

健康づくりの推進と医療体制の充実

消防・救急体制の充実

市役所の窓口サービスの利便性向上

次代を担うこども・若者育成支援の推進

防犯対策の充実

防災・減災に向けた体制整備

市民を守る危機管理対策の充実

安心して産み育てられる子育て支援

調和の取れた土地利用、良好な市街地整備

安全で安定した上下水道の整備

生きる力を育む学校教育の充実

安全・安心な消費生活の確保

いきいきと暮らせる高齢者福祉の充実

商工業・サービス業の活性化

安心して働ける労働環境の充実

豊かな歴史・文化の継承と振興

憩いと安らぎを与えるみどり･空間整備

ごみの減量化と再資源化の推進

まちを支える人材育成の推進

共に支え合う地域福祉の充実

持続可能な行財政運営の推進

生活支援などのセーフティネットの確保

環境保全・美化活動の促進

うるおいのある住環境と景観形成

都市農業の振興

自立した生活を支える障がい者福祉の充実

シティプロモーションの推進

生涯スポーツ・レクリエーションの推進

情報公開と広報・広聴の充実

誰もが主体的に学び続ける生涯学習の推進

観光振興・都市間交流の充実

あらゆる分野での男女共同参画の促進

平和意識・人権尊重の啓発・高揚

広域行政・地方分権の推進

市民協働と地域コミュニティの活性化

高い やや高い ふつう やや低い 低い 無回答
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■満足度×重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下の点数で合計値を計算し、その後偏差値化 

【満足度】満足：5点、やや満足：4点、ふつう：3点、やや不満：2点、不満：1点 

【重要度】高い：5点、やや高い：4点、ふつう：3点、やや低い：2点、低い：1点 

1 土地利用・市街地

2 住環境・景観

3 道路・公共交通

4 みどり・空間

5 上下水道

6 危機管理対策

7 防災・減災

8 消防・救急

9 防犯対策

10 消費生活

11 環境保全・美化活動

12 ごみ・再資源化

13 健康・医療体制

14 地域福祉

15 高齢者福祉

16 障がい者福祉

17 セーフティネット

18 子育て

19 学校教育

20 子ども・若者育成

21 都市農業

22 商工業・サービス業

23 観光振興・都市間交流

24 シティプロモーション

25 労働環境

26 生涯学習
27 スポーツ

28 歴史・文化

29 平和意識・人権尊重

30 男女共同参画31 市民協働

32 情報公開・広報・広聴

33 行財政

34 広域行政・地方分権

35 人材育成

36 市役所の窓口サービス

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85

満 足 度

重

要

度
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（前回調査時の各施策における満足度および重要度） 

 

 

全体的な傾向としては、前回調査時から大きな変化は見られません。 

交通の満足度は前回調査時から低い傾向にありましたが、今回の調査において公共交通に関する満足度

は他施策と比較して飛びぬけて低い値となっています。 
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【重要なまちづくり】 

・「安全安心で快適に移動できるまち」が 39.7％と最も多くなっています。次いで、「住み慣れた地域

でいつまでも安心して暮らせるまち」が 27.7％、「地域全体で笑顔あふれる子どもを育むまち」が

21.4％となっています。これらは前回調査と同様に高位にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 今後１０年間のまちづくりで、あなたが重要だと思う番号を３つ選び、そのまちづくり

を進めるうえでの行政・市民・民間事業者の関わり方について望ましいと思うものを

１つ選んでください。 

39.7

27.7

21.4

17.4

16.3

15.1

14.0

13.6

13.3

12.8

10.3

9.0

6.9

6.6

6.4

6.1

4.4

4.1

3.8

3.8

3.7

3.4

3.3

3.1

2.0

1.9

1.9

1.7

1.2

0.2

5.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

安全安心で快適に移動できるまち

住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らせるまち

地域全体で笑顔あふれる子どもを育むまち

心身がいきいきと健康に暮らせるまち

安定したライフラインが整備されたまち

自然・歴史と調和した住みよいまち

憩いを与える公園・緑・水辺のあるまち

犯罪を未然に防ぎ安心して生活できるまち

市民とともにつくる災害に強い安全なまち

次世代の生きる力を育むまち

満足を実感できる市民サービスの実現

人と企業が集まる活気と創造にあふれるまち

持続可能な行財政運営

誰もがその人らしく自立して暮らせるまち

誰もが夢を持ち働きやすいまち

市民の食を支える産業を育むまち

自然環境を守り次世代につなぐまち

暮らしに文化・スポーツが息づくまち

青少年が夢をもって社会参画できるまち

思いやりを持ち人権が尊重されるまち

あらゆる主体が共に支えあう共生のまち

すべての市民に情報が届けられるまち

貴重な歴史文化と共に生きるまち

国内外から人が訪れる交流のまち

地域がつながり地域で課題解決できるまち

すべての世代が学びあい育ちあえるまち

誰もが能力と個性を発揮できるまち

多様な価値観が共生できるまち

市民が主体的に活躍できるまち

その他

無回答
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【重要なまちづくりの担い手・進め方】 

・重要なまちづくりの担い手・進め方は、「行政・市民・事業者が一緒に進めるべき」が 45.3％と最も

多く、次いで「主に行政が進めるべき」が34.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「あまり知らなかった」と「まったく知らなかった」をあわせた“知らなかった”は 53.4％、「よく知っ

ていた」と「ある程度知っていた」をあわせた“知っていた”は 45.5％で、“知らなかった”がわずか

に上回っています。 

・“知っていた”は、40歳代、70歳代以上で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

問８ 羽曳野市の人口が減少していることや、人口減少がまちづくりに影響を及ぼしている

ことを知っていましたか。                               （１つに○） 

36.2

35.7

17.2

9.8

1.1

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

あまり知らなかった

ある程度知っていた

まったく知らなかった

よく知っていた

無回答

12.5

12.1

8.0

10.9

10.6

10.2

7.5

6.3

25.0

34.8

36.0

29.7

38.4

38.0

38.3

34.4

37.5

24.2

30.0

42.8

33.8

35.1

42.5

37.5

25.0

27.3

26.0

16.7

16.2

14.6

10.8

15.6

1.5

0.9

2.0

0.8

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

よく知っていた あまり知らなかった ある程度知っていた まったく知らなかった 無回答

34.7

2.6

8.5

45.3

8.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

主に行政が進めるべき

市民が主体的に進めるべき

民間事業者を活用すべき

行政・市民・事業者が一緒に進めるべき

無回答
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・「道路や公共交通（鉄道・バス）の充実」が35.7％と最も多く、次いで「妊娠・出産・子育ての切れ目の

ない支援」が 25.9％、「若い世代が求める働く場づくり」が 24.0％、「仕事と家庭の両立支援」が

21.7％となっています。 

・「道路や公共交通（鉄道・バス）の充実」は40歳代以上、「妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援」は

20歳代、30歳代で多く、「若い世代が求める働く場づくり」は20歳代、30歳代、70歳代以上、

「仕事と家庭の両立支援」は 30歳代が比較的多くなっています。 

 

 

  

35.7

25.9

24.0

21.7

19.9

16.7

16.2

14.5

12.0

11.2

7.2

7.2

7.0

6.7

6.2

6.2

6.0

5.9

4.5

4.4

3.8

3.8

3.4

2.4

0.9

1.5

3.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

道路や公共交通（鉄道・バス）の充実

妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

若い世代が求める働く場づくり

仕事と家庭の両立支援

地域医療体制の充実

20・30歳代の若い世代にターゲットを絞った移住支援

市外からの企業誘致の促進

空き家などの住宅対策の充実

中小企業の経営安定のための支援

次代を担う子どもたちの健全育成

特色ある学校教育の充実

防災・減災対策の充実

「親・子・孫」を基本とする3世代同居や近居・隣居への支援

市外からの移住希望者の転入促進

競争力のあるものづくり産業の育成

地域の特性を活かした市街地整備

高齢者の生きがいづくり

観光の振興

身近な地域で住民同士が支え合う・助け合う体制の整備

市出身者のUターンの促進

農林水産業の振興

出会いから結婚までの支援

健康寿命の延伸

市民のライフステージに応じた防犯対策の充実

外国籍市民の定住支援

その他の取組

無回答

問９ 人口が減少する中で、まちの活性化に向けて、具体的にどのような取り組みが必要だ

と思われますか。（最も重要だと思うもの３つ以内に○） 
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25.0

10.6

12.0

21.7

20.4

18.5

5.8

9.4

12.5

4.5

4.0

3.6

5.1

8.8

10.8

25.0

15.2

15.0

13.0

11.1

8.8

9.2

25.0

3.0

1.0

2.2

4.6

5.9

5.0

12.1

8.0

5.8

6.5

5.4

2.5

25.0

30.3

27.0

26.8

20.8

19.5

29.2

18.8

25.0

27.3

33.0

20.3

13.9

11.2

10.0

6.3

12.5

1.5

7.0

5.8

8.3

6.8

5.8

9.4

1.5

3.0

5.1

6.5

4.9

3.3

12.5

4.5

6.0

5.8

6.9

10.7

5.8

1.5

1.0

0.5

1.5

0.8

3.1

12.5

10.6

8.0

20.3

21.8

22.9

24.2

28.1

0.7

5.1

4.9

6.7

12.5

4.5

2.0

8.0

5.6

4.9

11.7

1.5

2.0

3.6

2.3

7.8

8.3

3.1

12.5

4.5

5.0

1.4

3.2

3.9

5.8

3.1

37.5

45.5

45.0

21.0

23.6

22.0

18.3

12.5

25.0

19.7

32.0

23.2

19.0

20.5

19.2

21.9

9.1

11.0

10.1

7.4

5.9

2.5

6.3

13.6

16.0

9.4

9.3

10.7

13.3

9.4

3.0

7.0

13.0

6.9

6.8

5.0

6.3

1.5

2.0

0.7

3.2

2.9

3.3

37.5

30.3

26.0

34.8

41.7

38.0

33.3

34.4

12.5

7.6

14.0

22.5

14.4

11.2

15.0

15.6

12.5

7.6

4.0

7.2

7.4

6.3

4.2

3.1

1.5

2.0

1.4

1.4

1.5

1.7

1.5

2.3

4.9

7.5

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

市外からの企業誘致の促進
競争力のあるものづくり産業の育成
中小企業の経営安定のための支援
農林水産業の振興
観光の振興
若い世代が求める働く場づくり
20・30歳代の若い世代にターゲットを絞った移住支援
市外からの移住希望者の転入促進
市出身者のUターンの促進
「親・子・孫」を基本とする3世代同居や近居・隣居への支援
外国籍市民の定住支援
地域医療体制の充実
健康寿命の延伸
高齢者の生きがいづくり
身近な地域で住民同士が支え合う・助け合う体制の整備
出会いから結婚までの支援
妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援
仕事と家庭の両立支援
特色ある学校教育の充実
次代を担う子どもたちの健全育成
防災・減災対策の充実
市民のライフステージに応じた防犯対策の充実
道路や公共交通（鉄道・バス）の充実
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・「夫婦ともに働き続けられる職場環境の充実」が 40.8％（前回 54.0％）、「結婚や住宅に対する資

金貸与や補助支援」が 37.9％（前回調査 41.9％）と特に多くなっています。次いで、「安定した雇

用機会の提供」、「安定した住居・住宅の供給」、「結婚した方が有利となるような制度や保障」、「女

性が働きやすい環境づくり」が同程度で多くなっています。 

・「夫婦ともに働き続けられる職場環境の充実」は 50 歳代以上、「結婚や住宅に対する資金貸与や補

助支援」は20歳代、30歳代で多くなっています。 

 

 

  

40.8

37.9

28.2

26.9

25.5

24.6

22.1

11.9

10.4

2.9

2.3

3.4

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

夫婦ともに働き続けられる職場環境の充実

結婚や住宅に対する資金貸与や補助支援

安定した雇用機会の提供

安定した住居・住宅の供給

結婚した方が有利となるような制度や保障

女性が働きやすい環境づくり

長時間労働の是正や有給休暇の消化促進などによる、自由な時間の確保

男女の出会いの提供

支援の必要はない

結婚に関する総合的な情報提供と相談体制

その他

無回答

問 10 結婚しやすい、結婚したいと思える環境をつくるためには、どのような行政の支援

が効果的だと思いますか。（３つ以内に〇） 

12.1

10.0

14.5

7.4

16.1

14.2

3.1

25.0

34.8

38.0

39.1

43.1

43.4

42.5

34.4

37.5

16.7

25.0

33.3

29.2

24.9

33.3

34.4

62.5

24.2

36.0

25.4

22.7

22.4

25.8

25.0

7.6

0.7

1.4

3.9

7.5

75.0

53.0

49.0

38.4

35.2

30.2

35.8

34.4

25.0

22.7

18.0

34.8

26.9

27.8

25.0

31.3

15.2

25.0

26.1

24.1

22.0

33.3

31.3

50.0

18.2

31.0

19.6

19.9

23.4

18.3

28.1

13.6

11.0

11.6

11.1

12.7

4.2

3.1

3.0

3.0

0.7

2.8

2.9

1.7

4.5

4.0

0.7

4.2

2.9

4.2

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

男女の出会いの提供
夫婦ともに働き続けられる職場環境の充実
安定した雇用機会の提供
結婚した方が有利となるような制度や保障
結婚に関する総合的な情報提供と相談体制
結婚や住宅に対する資金貸与や補助支援
安定した住居・住宅の供給
女性が働きやすい環境づくり
長時間労働の是正や有給休暇の消化促進などによる、自由な時間の確保
支援の必要はない
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・「経済的負担の軽減」が 48.1％（前回調査 57.3％）と突出して多くなっています。次いで「産休・育

休制度の充実」が 16.8％（前回調査 25.0％）、「職場復帰しやすい環境づくり」が 14.2％（前回

21.8％）となっています。 

・「経済的負担の軽減」は20歳代～40歳代で多くなっています。 

 

 

 

 

  

48.1

16.8

14.2

11.1

2.9

1.0

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経済的負担の軽減

産休・育休制度の充実

職場復帰しやすい環境づくり

妊娠・出産に関する相談・地域サポート体制の充実

支援の必要はない

その他

無回答

問 11 出産しやすい環境をつくるためには、どのような行政の支援が効果的だと思います

か。 

（１つに〇） 

19.7

12.0

14.5

13.9

15.6

26.7

31.3

10.6

8.0

10.1

13.9

12.2

7.5

15.6

87.5

53.0

61.0

53.6

47.7

43.9

38.3

31.3

4.5

12.0

13.8

13.4

18.0

18.3

12.5

3.0

1.0

4.3

3.2

3.4

2.5

1.0

1.4

0.9

1.5

0.8

12.5

9.1

5.0

2.2

6.9

5.4

5.8

9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

産休・育休制度の充実 妊娠・出産に関する相談・地域サポート体制の充実

経済的負担の軽減 職場復帰しやすい環境づくり

支援の必要はない その他

無回答
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・「保育所などの預け先の施設の充実」が58.5％（前回調査69.4％）と最も多く、次いで、「子どもの

人数に応じた経済的支援」が 36.2％（前回調査 48.4％）、「育児や住宅に対する資金貸与や補助

支援」が 28.5％（前回調査 38.7％）、「子育てに関する相談・サポート体制の充実」が 26.1％（前

回調査21.0％）となっています。 

・「保育所などの預け先の施設の充実」は 30 歳代以上で多く、「子どもの人数に応じた経済的支援」

は20歳代、30歳代、「育児や住宅に対する資金貸与や補助支援」は30歳代で特に多くなってい

ます。 

 

 

  

58.5

36.2

28.5

26.1

25.4

21.1

17.3

14.2

13.4

2.5

4.0

2.3

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

保育所などの預け先の施設の充実

子どもの人数に応じた経済的支援

育児や住宅に対する資金貸与や補助支援

子育てに関する相談・サポート体制の充実

育児休暇制度の充実（期間延長など）

長時間労働の是正や有給休暇の取得促進などによる、育児時間の確保

地域で見守るコミュニティの充実

男性の育児休暇取得の推奨

育休明けの働き方に関する支援

育児に関するセミナーなどの開催

支援の必要はない

その他

無回答

問１２ 子育てしやすい環境をつくるためには、どのような行政の支援があればよいと思

いますか。 

（３つ以内に○） 

（１つに〇印） 

12.1

6.0

23.2

17.6

18.0

20.8

21.9

28.8

17.0

24.6

30.1

27.3

29.2

15.6

4.5

2.0

0.7

2.8

3.9

1.7

37.5

22.7

28.0

20.3

21.8

27.3

33.3

25.0

25.0

18.2

20.0

9.4

13.0

14.1

14.2

15.6

50.0

47.0

47.0

37.0

31.9

33.2

35.0

25.0

50.0

40.9

64.0

54.3

62.5

59.0

61.7

56.3

9.1

13.0

19.6

14.4

11.2

10.8

18.8

75.0

33.3

41.0

31.9

24.1

24.4

26.7

15.6

25.0

19.7

23.0

20.3

21.3

19.5

23.3

21.9

3.0

1.0

6.5

4.2

4.4

4.2

12.5

1.5

2.0

2.2

3.7

2.0

3.1

6.1

4.0

0.7

3.2

2.9

3.3

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

地域で見守るコミュニティの充実
子育てに関する相談・サポート体制の充実
育児に関するセミナーなどの開催
育児休暇制度の充実（期間延長など）
男性の育児休暇取得の推奨
子どもの人数に応じた経済的支援
保育所などの預け先の施設の充実
育休明けの働き方に関する支援
育児や住宅に対する資金貸与や補助支援
長時間労働の是正や有給休暇の取得促進などによる、育児時間の確保
支援の必要はない
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・「よく利用している」と「時々利用している」をあわせた利用回答者は、「広報はびきの」が 78.7％と

最も多く、次いで、「町内会（自治会）からの回覧板」が 56.5％、「羽曳野市ホームページ」が

46.8％となっています。「広報はびきの」は前回調査 78.4％と同程度、「町内会（自治会）からの

回覧板」は前回調査64.6％から約8ポイント減少しています。 

・「広報はびきの」、「町内会（自治会）からの回覧板」は、年齢が上がるほど多くなっています。 

・「羽曳野市公式フェイスブック」の利用回答者が4.9％と最も少なくなっています。 

・「羽曳野市公式 LINE」の利用回答者は、40 歳代、50 歳代が 4 割程度、その他の世代も 3 割程度

の利用となっています。 

 

【広報はびきの】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【羽曳野市ホームページ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問１３ 市からの行政情報などの入手方法と今後の利用意向についておたずねします。 

（1 つに○） 

40.6

25.0

19.7

32.0

36.2

43.1

45.9

55.0

28.1

38.1

50.0

36.4

36.0

39.9

37.0

37.6

35.8

56.3

17.9

25.0

40.9

29.0

21.0

15.7

13.2

5.8

9.4

3.5

3.0

3.0

2.9

4.2

3.4

3.3

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

よく利用している 時々利用している 利用していない 無回答

6.6

12.5

3.0

7.0

8.0

6.0

5.9

10.0

40.2

37.5

31.8

41.0

47.1

44.9

38.5

32.5

34.4

45.0

50.0

59.1

46.0

39.9

41.2

47.3

45.0

43.8

8.2

6.1

6.0

5.1

7.9

8.3

12.5

21.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

よく利用している 時々利用している 利用していない 無回答
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【羽曳野市公式フェイスブック】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【羽曳野市公式 LINE】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.7

1.4

0.5

0.5

1.7

4.2

3.0

2.0

3.6

2.3

5.9

8.3

3.1

86.0

100.0

90.9

92.0

88.4

88.4

84.4

76.7

71.9

9.2

6.1

6.0

6.5

8.8

9.3

13.3

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

よく利用している 時々利用している 利用していない 無回答

18.0

16.7

28.0

18.1

22.2

13.7

13.3

9.4

17.3

13.6

5.0

21.7

20.8

16.6

16.7

31.3

57.1

100.0

63.6

60.0

56.5

49.5

61.5

59.2

40.6

7.7

6.1

7.0

3.6

7.4

8.3

10.8

18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

よく利用している 時々利用している 利用していない 無回答
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【町内会（自治会）からの回覧板】 

 

 

【市役所に直接聞く（電話・窓口など）】 

 

  

37.5

10.6

19.0

19.6

26.4

27.8

55.8

18.8

50.0

22.7

27.0

29.0

32.9

33.7

17.5

31.3

12.5

62.1

50.0

46.4

31.9

29.3

16.7

25.0

4.5

4.0

5.1

8.8

9.3

10.0

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

よく利用している 時々利用している 利用していない 無回答

12.5

3.0

3.0

7.2

4.2

9.3

9.2

9.4

37.5

24.2

35.0

38.4

38.0

38.0

40.8

25.0

50.0

68.2

57.0

49.3

50.0

44.4

39.2

43.8

4.5

5.0

5.1

7.9

8.3

10.8

21.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

よく利用している 時々利用している 利用していない 無回答
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・「準備している」が 62.7％、「準備していない」が34.4％となっています。 

・「準備している」は、40歳代が特に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「把握している」が 75.0％、「把握していない」が22.4％となっています。 

・「把握している」は 10歳代を除いた世代で7割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１４ 地震や台風などの災害に備えて、あなたは非常時の持ち出し品や災害時の備蓄品を

準備していますか。（１つに○） 

62.7

50.0

60.6

62.0

68.1

59.7

62.9

61.7

71.9

34.4

50.0

36.4

35.0

30.4

36.6

33.7

36.7

21.9

2.9

3.0

3.0

1.4

3.7

3.4

1.7

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

準備している 準備していない 無回答

問１５ 災害が発生した際に、どこの避難所に避難したら良いか、把握していますか。 

（１つに○） 

75.0

62.5

74.2

76.0

76.8

77.3

70.7

77.5

71.9

22.4

37.5

21.2

21.0

21.7

19.4

26.8

21.7

21.9

2.6

4.5

3.0

1.4

3.2

2.4

0.8

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

把握している 把握していない 無回答
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・「所持又は確認している」が 62.5％、「所持も確認もしていない」が 29.7％となっています。 

・「所持又は確認している」40歳代、70歳代が比較的多く、年代が上がるほど多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問１６ ハザードマップを所持または確認していますか。 

（１つに○） 

62.5

37.5

51.5

60.0

66.7

62.0

62.4

66.7

68.8

29.7

62.5

37.9

29.0

29.7

29.6

28.3

27.5

25.0

5.3

7.6

7.0

2.2

5.6

7.3

4.2

2.5

3.0

4.0

1.4

2.8

2.0

1.7

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

所持又は確認している 所持も確認もしていない ハザードマップについて聞いたことがない 無回答
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・「市役所へ行かなくても申請や届け出などの手続ができる」が 62.0％と最も多く、次いで、「情報セ

キュリティ対策を徹底し、市民の個人情報を守る」が41.05％となっています。 

・「市役所へ行かなくても申請や届け出などの手続ができる」は20歳代～40歳代、「情報セキュリテ

ィ対策を徹底し、市民の個人情報を守る」は 50歳代以上で多くなっています。 

 

 

 

  

問１７ 地域社会のデジタル化が進むなかで、あなたが期待することは何ですか。 

（３つ以内に○） 

62.0

41.0

26.4

25.2

22.8

21.1

16.5

6.3

5.4

4.1

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市役所へ行かなくても申請や届け出などの手続ができる

情報セキュリティ対策を徹底し、市民の個人情報を守る

市の業務を効率化し、住民サービスを向上させる

インターネット上で市のサービスや手続の相談ができる

市からのお知らせがスマートフォンなどで簡単にわかりやすく入手できる

税、公共料金などの支払いのキャッシュレス化をもっと進める

インターネット上で公共施設の利用状況の確認や予約をもっと進める

市内の中小企業や農業分野でのデジタル活用を支援する

デジタル技術を活用し観光やシティプロモーションの活性化を図る

その他

無回答

62.0

62.5

77.3

73.0

78.3

66.7

52.2

50.0

3.1

25.2

25.0

19.7

41.0

35.5

25.5

23.9

11.7

26.4

25.0

31.8

28.0

21.7

25.9

29.8

30.0

22.8

12.5

13.6

22.0

22.5

19.4

25.9

35.8

3.1

16.5

12.5

25.8

16.0

21.0

16.2

15.1

14.2

6.3

12.5

9.1

6.5

7.4

7.3

7.5

5.4

12.5

3.0

8.0

7.2

4.6

5.9

4.2

21.1

50.0

30.3

39.0

23.2

20.8

15.6

11.7

3.1

41.0

12.5

43.9

37.0

32.6

44.9

46.3

48.3

3.1

4.1

12.5

1.0

1.4

5.1

4.9

9.2

5.2

0.7

1.4

2.4

5.8

93.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

市役所へ行かなくても申請や届け出などの手続ができる
インターネット上で市のサービスや手続の相談ができる
市の業務を効率化し、住民サービスを向上させる
市からのお知らせがスマートフォンなどで簡単にわかりやすく入手できる
インターネット上で公共施設の利用状況の確認や予約をもっと進める
市内の中小企業や農業分野でのデジタル活用を支援する
デジタル技術を活用し観光やシティプロモーションの活性化を図る
税、公共料金などの支払いのキャッシュレス化をもっと進める
情報セキュリティ対策を徹底し、市民の個人情報を守る
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・幸せ度は「7点」と「8点」の割合が高く、7点以上は51.2％となっています。 

・20歳代、30歳代は「7点以上」が約6割と他の年代より多くなっています。 

 

 

 

 

 

  

問１８ 現在のあなたの幸せ度はどれくらいですか。「とても不幸)（０点）」から「とても幸せ

（10 点）」の間で表すと、何点だと思いますか。                （１つに○） 

6.2

12.5

7.6

12.0

8.0

6.0

4.9

2.5

6.6

12.5

1.5

13.0

5.8

5.1

6.8

8.3

19.5

31.8

21.0

17.4

21.8

18.5

17.5

3.1

18.9

25.0

16.7

17.0

18.1

18.5

23.4

20.0

12.2

7.6

12.0

13.8

16.2

10.2

13.3

17.1

12.5

12.1

12.0

18.8

18.5

19.5

20.0

4.1

6.1

4.0

5.8

0.9

3.4

9.2

4.9

12.5

4.5

3.0

4.3

4.6

6.8

5.0

2.4

12.5

6.1

2.0

1.4

2.3

2.4

0.8

3.1

0.9

1.4

2.3

0.5

0.8

1.5

1.4

1.4

0.5

2.5

12.5

3.0

4.0

3.6

1.9

2.0

1.7

4.1

1.5

0.5

1.0

1.7

93.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

10点 9点 8点 7点 6点 5点 4点 3点 2点 1点 0点 分からない 無回答
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・「家計の状況（所得・消費）」が 21.8％と最も多く、次いで、「健康状況」が 18.6％、「精神的なゆとり」

と「家族関係」がそれぞれ16.4％となっています。 

・20 歳代と 50 歳代は「家計の状況（所得・消費）」、「精神的なゆとり」、30 歳代は「家族関係」、40

歳代は「家計の状況（所得・消費）」、60歳代以上は「健康状況」が特に重視されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.8

18.6

16.4

16.4

5.2

3.6

3.4

1.9

1.5

1.2

0.8

0.5

1.8

6.9

0% 5% 10% 15% 20% 25%

家計の状況（所得・消費）

健康状況

精神的なゆとり

家族関係

自由な時間

就業状況（仕事の有無・安定）

充実した余暇

趣味や社会貢献などにおける生きがい

職場（学校）の人間関係

仕事（学校生活）の充実度

友人関係

地域コミュニティとの関係

その他

無回答

21.8

37.5

21.2

25.0

24.6

22.2

21.5

19.2

6.3

3.6

4.5

2.0

4.3

5.1

3.4

2.5

18.6

10.6

5.0

11.6

15.7

30.2

34.2

5.2

37.5

7.6

3.0

5.8

3.2

6.3

5.8

3.4

9.1

4.0

3.6

3.7

2.0

2.5

1.2

1.5

3.0

1.4

0.9

1.5

16.4

12.5

18.2

18.0

21.0

20.4

13.7

10.8

1.9

6.1

4.0

0.7

1.4

2.0

0.8

16.4

9.1

33.0

21.0

18.5

12.7

9.2

0.8

12.5

1.0

0.5

3.3

1.5

6.1

1.0

2.2

1.9

0.5

0.5

1.0

0.7

1.0

1.8

4.5

0.7

3.2

2.0

0.8

6.9

1.5

2.2

3.2

3.4

10.8

93.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

家計の状況（所得・消費） 就業状況（仕事の有無・安定）

健康状況 自由な時間

充実した余暇 仕事（学校生活）の充実度

精神的なゆとり 趣味や社会貢献などにおける生きがい

家族関係 友人関係

職場（学校）の人間関係 地域コミュニティとの関係

その他 無回答

問１９ 幸せ度を判断する際に重視したことは何ですか。               （１つに○） 
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・「女性」が56.4％、「男性」39.7％。 

 

 

 

 

 

・「50 歳代」が 24.4％と最も多く、次いで「60 歳代」が 23.2％、これらの年代で約半数となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

・「高鷲地区」が26.6％と最も多く、次いで「古市地区」が 17.2％。 

 

 

 

  

問２０ あなたの性別をお答えください。                        （１つに○） 

39.7

56.4

0.2

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男性

女性

その他

無回答

問２１ あなたの年齢をお答えください。                        （１つに○） 

問２２ あなたがお住まいになられている地区をお答えください。         （１つに○） 

0.9

7.5

11.3

15.6

24.4

23.2

13.6

3.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

N＝8 

N＝66 

N＝100 

N＝138 

N＝216 

N＝205 

N＝120 

N＝32 

 

17.2

26.6

10.2

11.9

2.6

11.1

6.6

14.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

古市地区

高鷲地区

埴生地区

羽曳が丘地区

駒ヶ谷地区

西浦地区

丹比地区

無回答
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・「20年以上」が65.1％と突出して多くなっています。 

 

 

 

 

 

・「親と子の2世代」が40.0％、本人のみ（24.1％）と本人と配偶者（22.4％）で 46.5％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「勤め人（パート・アルバイトの方を含む）」が 54.6％と約半数。 

 

 

 

 

 

  

問２３ あなたが羽曳野市にお住まいになって何年たちますか。          （１つに○） 

問２４ あなたが同居されている家族の構成をお答えください。         （１つに○） 

問２５ あなたのご職業をお答えください。                      （１つに○） 

24.1

22.4

40.0

4.1

5.6

3.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

本人のみ

本人と配偶者

親と子の2世代

親と子と孫の3世代

その他

無回答

54.6

8.7

0.7

11.1

1.5

16.2

3.4

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

勤め人（パート・アルバイトの方を含む）

自営業・会社経営（家族従事者を含む）

農業

専業主婦（主夫・内職の方を含む）

学生

無職

その他

無回答

9.9

6.9

14.6

65.1

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

5年未満

5年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

無回答
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・「通勤・通学していない」が 26.1％と最も多く、次いで「大阪府内（市内及び大阪市を除く）」が

23.3％、「羽曳野市内」が22.6％。 

 

 

 

 

 

  

問２６ あなたの通勤・通学先は、どちらですか。                    （１つに○） 

22.6

19.0

23.3

4.0

26.1

5.1

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

羽曳野市内

大阪市内

大阪府内（羽曳野市・大阪市を除く）

大阪府外

通勤・通学していない

無回答
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意見の要約 

≪交通・移動インフラ≫ 

準急が止まらない地域もあり、電車の利便性をもっと向上させてほしいです。 

駅からのバスの本数が少なく、アクセスが悪いため交通網の整備を求めます。 

市内の移動がもっと便利になるように、シェアサイクルやコミュニティバスの導入を希望します。 

駅前や商店街に自転車が無秩序に停められていて通行の妨げになっているので対策してほしいです。 

 

≪子育て・教育支援≫ 

保育園や学童保育の数が足りないと感じるので、子育て支援の拡充を望みます。 

地域で子どもを育てる意識がもっと広がるような取り組みを増やしてほしいです。 

学校施設の老朽化やエアコン整備など、子どもたちの学びの場をより快適にしてほしいです。 

家庭の経済状況に左右されず、学べる環境を支援する制度がもっとあると良いです。 

学校や地域でのいじめ対策・居場所づくりに力を入れてほしいです。 

地域での子ども食堂やフードパントリーのような居場所支援を広げてほしいです。 

 

≪地域活性化・まちづくり≫ 

駅前ににぎわいがなくさびれているため、商店街やスーパーなどの集客施設を充実させてほしいです。 

若者向けの飲食店やおしゃれな店が少ないため、地域に活気が出るようなお店を増やしてほしいです。 

地域の祭りやイベントを復活させて、住民同士の交流を深めたいです。 

音楽やアートのイベントが増えると、若い人も参加しやすくなると思います。 

地域の特産品を活かした観光振興やまちづくりの工夫があったら楽しいと思います。 

駅周辺の再開発や景観整備を進めて、明るく安心して利用できる環境にしてほしいです。 

 

≪安全・防災・清掃≫ 

歩道の側溝にフタがない箇所があり、転倒の危険があるため早急に対応してほしいです。 

歩道や道路の整備が不十分な場所があるので、安全に歩けるよう改善してほしいです。 

通学路や生活道路の危険箇所に照明やカーブミラーを増設してほしいです. 

地域の防犯意識が薄れてきているので、防犯カメラの設置を進めてほしいです。 

空き家や放置住宅の対策を強化して、治安や景観を改善してほしいです。 

災害時の避難体制や防災用品の整備が不安なので、見直しを進めてほしいです。 

防災無線や緊急情報の伝達がわかりづらいので、スマホや多言語対応も含めて強化してほしいです。 

ゴミの不法投棄が目立つ場所があるので、地域での啓発や取り締まりを強化してほしいです。 

ゴミ収集日や分別ルールの案内をもっとわかりやすくしてほしいです。 

定期的な道路や側溝の清掃を行って、清潔な街づくりを進めてほしいです。 

 

 

問２７ その他、何か意見があればご記載ください。（自由記述） 
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≪福祉・医療・交流≫ 

夜間や休日にも対応してくれる医療体制を整えてほしいです。 

地域の医療機関が少ないと感じるので、診療所や休日診療所が充実すると安心です。 

高齢者と子どもが交流できるような地域の居場所づくりを進めてほしいです。 

高齢者向けの送迎サービスや外出支援の制度を充実させてほしいです。 

高齢者が孤立しないよう、見守り活動や声かけ運動の支援があると良いです。 

空き店舗を活用して、子どもや高齢者が立ち寄れる場所があると安心です。 

スポーツ施設が足りず、健康維持のためにも運動できる場を増やしてほしいです。 

閉鎖されたプールの代替となる公共運動施設が必要です。 

高齢者が利用しやすいバリアフリーな健康施設が増えてほしいです。 

公民館や集会所など地域の集まりに使える施設がもっと使いやすくなると良いです。 

文化活動や市民サークルの発表の場があれば、住民が誇りを持って参加できると思います。 

地域ごとに特色ある活動ができるよう、町会や自治会への支援を拡充してほしいです。 

地域課題に若者が関われるような仕組みがあれば、もっとまちに関心を持てると思います。 

 



第７次羽曳野市総合基本計画策定のためのアンケート調査 

～ あなたの声がまちづくりに生かされます ～ 

 
羽曳野市では、今後 10年間のまちづくりの指針となる「第７次総合基本計画」の策定に向けて、

市の現状やまちづくりの取組に関する満足度、市が進むべき方向について市民のみなさんの考え

をお伺いするため、アンケート調査を実施いたします。 

この調査の集計結果は、今後の市政を進める基礎資料とし、「羽曳野市に住んでよかった、これ

からも羽曳野市に住み続けたい」と思えるまちづくりを、皆様と実現していきたいと考えており

ます。 

 調査の趣旨をご理解いただき、本調査にご協力いただきますようお願いいたします。 

 

令和６年１０月 

羽曳野市長 山入端 創 

 
 

 

１０月３１日（木）までにご回答をお願いします 

 ＜回答方法＞ 

       ①『スマホ』 または 『インターネット』による回答 

               ◀◀ アクセスはこちらから 

            

             ＜専用ウェブサイト URL＞ 

              https://logoform.jp/form/jrTD/743991 

      ②『紙の調査票』による回答 

      ⇒調査票に回答を記入し、同封の返信用封筒(切手不要)に入れてポストに 

投函してください。 

 
∇調査にあたっては、18 歳以上の市民の皆様の中から、無作為で選ばせていただいた 3,000 人の方

を対象にご協力をお願いするものです。 

∇お送りした封筒のあて名のご本人がご回答ください。（代筆でもかまいません。） 

∇返信用封筒に名前や連絡先を記入していただく必要はありません。調査結果はすべて統計的に

処理しますので、個人が特定されることはなく、ご迷惑をおかけすることはありません。あり

のままをご回答ください。 

 ∇ご記入は、ボールペン、鉛筆、シャープペンシル、万年筆でお願いします。 

 

<お問合わせ先> 

羽曳野市 市長公室 政策企画室 政策推進課 

TEL：072-958-1111（代表） 

メールアドレス：kikaku@city.habikino.lg.jp 

Administrator
スタンプ
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羽曳野市
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の住
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みごこちと定住
ていじゅう

意向
い こ う

についておたずねします 

問
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１．あなたは、現在
げんざい

の羽曳野市
は び き の し
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す
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で閑静
か ん せ い
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こ

どもの保育
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かんきょう
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よ
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し せ つ

が充実
じゅうじつ

している １ ２ ３ ４ ５ 
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が整
ととの

っている １ ２ ３ ４ ５ 

（8）公共
こうきょう

機関
き か ん

のサービスが良
よ
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し ぜ ん

環境
かんきょう

に恵
め ぐ

まれている １ ２ ３ ４ ５ 

（10）通勤
つ う き ん

・通学
つ う が く

に便利
べ ん り

である １ ２ ３ ４ ５ 

（11）高齢者
こ う れ い し ゃ

施設
し せ つ

などの福祉
ふ く し

施設
し せ つ

が整
ととの

っている １ ２ ３ ４ ５ 

（12）病院
びょういん

などの医療
い り ょ う

体制
た い せ い

が整
ととの

っている １ ２ ３ ４ ５ 

（13）物価
ぶ っ か

や地代
ち だ い

・家賃
や ち ん

が安
や す

い １ ２ ３ ４ ５ 

（14）長年
な が ね ん

住
す

みなれていて、愛着
あいちゃく

がある １ ２ ３ ４ ５ 

（15）近
き ん

所
じ ょ

付
づ

き合
あ

いなどが多
お お

い、人情味
に ん じ ょ う み

豊
ゆ た

かな土地柄
と ち が ら

である １ ２ ３ ４ ５ 

（16）古墳
こ ふ ん

などの歴史
れ き し

資源
し げ ん

やまち並
な

みに風情
ふ ぜ い

を感
か ん

じる １ ２ ３ ４ ５ 

（17）地元
じ も と

の新鮮
し ん せ ん

な野菜
や さ い

や果物
く だ も の

が手
て

に入
は い

りやすい １ ２ ３ ４ ５ 

 

問
とい

２ あなたが羽曳野市
は び き の し

を居住地
きょじゅうち

として選
えら

んだ最
もっと

も大
おお

きな理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。 

（いずれか１つに〇） 

１．職場
し ょ く ば

・学校
が っ こ う

に近
ち か

い ７．自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

に恵
め ぐ

まれている 

２．親
お や

や子
こ

ども、その他
た

親族
し ん ぞ く

と同居
ど う き ょ

・近居
き ん き ょ

する ８．治安
ち あ ん

が良
よ

い 

３．地代
ち だ い

・家賃
や ち ん

が安
や す

い ９．病院
びょういん

など医療
い り ょ う

体制
た い せ い

が整
ととの

っている 

４．買物
か い も の

の便
べ ん

が良
よ

い 10．風情
ふ ぜ い

あるまち並
な

み  

５．子
こ

育
そ だ

てへの支援
し え ん

が厚
あ つ

い 11．新
あら

たなライフスタイルの確立
か く り つ

 

６．子
こ

どもの教育
きょういく

環境
かんきょう

が良
よ

い 12．その他
た

（            ） 
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問
とい

３．あなたは羽曳野市
は び き の し

にお住
す

まいになり満足
まんぞく

されていますか。（いずれか１つに〇） 

１．満足
ま ん ぞ く

 ３．どちらかといえば不満足
ふ ま ん ぞ く

 

２．どちらかといえば満足
ま ん ぞ く

 ４．不満足
ふ ま ん ぞ く

 
 

問
とい

４．あなたは、今後
こ ん ご

も羽曳野市
は び き の し

に住
す

み続
つづ

けたいですか。（いずれか１つに〇） 

１．ずっと住
す

み続
つ づ

けたい         ３．市外
し が い

に移
う つ

りたい 

２．当分
と う ぶ ん

の間
あいだ

住
す

み続
つ づ

けたい        ４．わからない 

問
とい

５．問
とい

４の１～３に○をつけた方
かた

はその理由
り ゆ う

をご記
き

入
にゅう

ください。 
 

 

 

 

まちづくりの「満足度
ま ん ぞ く ど

」と「重要度
じ ゅ う よ う ど

」についておたずねします 

問
とい

６．これまでの羽曳野市
は び き の し

におけるまちづくりについて、どの程度満足
て い ど ま ん ぞ く

されていますか。

また、これからどのようなまちづくりが重要
じゅうよう

だとお考
かんが

えですか。取
と

り組
く

みごとの

満足度
ま ん ぞ く ど

と重要度
じゅうようど

をそれぞれ１つだけ選
えら

んで○をつけてください。 

施策
せ さ く

項目
こうもく

 

現在
げん ざい

の評価
ひょ うか

(満足度
ま ん ぞ く ど

) 今後
こ ん ご

の期待
き た い

(重要度
じゅ う よう ど

) 

満
足

ま
ん

ぞ
く 

や
や
満
足

ま
ん

ぞ
く 

ふ
つ
う 

や
や
不
満

ふ

ま

ん 

不
満

ふ

ま

ん 

高 た
か

い 

や
や
高 た

か

い 

ふ
つ
う 

や
や
低 ひ

く

い 

低 ひ
く

い 

例
れい

 安全
あ ん ぜ ん

・快適
か い て き

な道路
ど う ろ

整備
せ い び

と公共
こうきょう

交通
こ う つ う

の確保
か く ほ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

都
市

と

し

基
盤

き

ば

ん 

１ 調和
ち ょ う わ

の取
と

れた土地
と ち

利用
り よ う

、良好
りょうこう

な市街地
し が い ち

整備
せ い び

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

２ うるおいのある住
じゅう

環境
かんきょう

と景
け い

観
か ん

形成
け い せ い

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

３ 安全
あ ん ぜ ん

・快適
か い て き

な道路
ど う ろ

整備
せ い び

と公共
こうきょう

交通
こ う つ う

の確保
か く ほ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

４ 憩
い こ

いと安
や す

らぎを与
あ た

えるみどり･空
く う

間
か ん

整
せ い

備
び

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

５ 安全
あ ん ぜ ん

で安定
あ ん て い

した上下
じ ょ う げ

水道
す い ど う

の整備
せ い び

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

危
機

き

き

管
理

か

ん

り 

自
然

し

ぜ

ん

・
環
境

か

ん

き

ょ

う 

６ 市
し

民
み ん

を守
ま も

る危
き

機
き

管
か ん

理
り

対
た い

策
さ く

の充
じゅう

実
じ つ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

７ 防
ぼ う

災
さ い

・減
げ ん

災
さ い

に向
む

けた体
た い

制
せ い

整
せ い

備
び

 

 

 

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

８ 消防
しょうぼう

・救急
きゅうきゅう

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

９ 防犯
ぼ う は ん

対策
た い さ く

の充実
じゅうじつ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

10 安全
あ ん ぜ ん

・安心
あ ん し ん

な消費
し ょ う ひ

生活
せ い か つ

の確保
か く ほ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

11 環境
かんきょう

保全
ほ ぜ ん

・美化
び か

活動
か つ ど う

の促進
そくしん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

12 ごみの減量化
げ ん り ょ う か

と再資源化
さ い し げ ん か

の推進
す い し ん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 
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施策
せ さ く

項目
こうもく

 

現在
げん ざい

の評価
ひょ うか

(満足度
ま ん ぞ く ど

) 今後
こ ん ご

の期待
き た い

(重要度
じゅ う よう ど

) 

満
足

ま
ん

ぞ
く 

や
や
満
足

ま
ん

ぞ
く 

ふ
つ
う 

や
や
不
満

ふ

ま

ん 

不
満

ふ

ま

ん 

高 た
か

い 

や
や
高 た

か

い 

ふ
つ
う 

や
や
低 ひ

く

い 

低 ひ
く

い 

健
康

け

ん

こ

う 

医
療

い

り

ょ

う 

福
祉

ふ

く

し 

13 健
け ん

康
こ う

づくりの推
す い

進
し ん

と医
い

療
りょう

体
た い

制
せ い

の充
じゅう

実
じ つ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

14 共
と も

に支
さ さ

え合
あ

う地
ち

域
い き

福
ふ く

祉
し

の充
じゅう

実
じ つ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

15 いきいきと暮
く

らせる高齢者
こ う れ い し ゃ

福祉
ふ く し

の充実
じゅうじつ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

16 自立
じ り つ

した生活
せ い か つ

を支
さ さ

える障
しょう

がい者
し ゃ

福祉
ふ く し

の充実
じゅうじつ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

17 生活
せ い か つ

支援
し え ん

などのセーフティネットの確保
か く ほ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

こ
ど
も 

 

若
者

わ

か

も

の 

教
育

き

ょ

う

い

く 

18 安
あ ん

心
し ん

して産
う

み育
そ だ

てられる子
こ

育
そ だ

て支
し

援
え ん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

19 生
い

きる力
ちから

を育
はぐく

む学
が っ

校
こ う

教
きょう

育
い く

の充
じゅう

実
じ つ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

20 次
じ

代
だ い

を担
に な

うこども・若
わ か

者
も の

育
い く

成
せ い

支
し

援
え ん

の推
す い

進
し ん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

経
済

け

い

ざ

い 

産
業

さ

ん

ぎ

ょ

う 

観
光

か

ん

こ

う 

21 都市
と し

農業
の う ぎ ょ う

の振興
し ん こ う

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

22 商
しょう

工
こ う

業
ぎょう

・サービス業
ぎょう

の活
か っ

性
せ い

化
か

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

23  観光
か ん こ う

振興
し ん こ う

・都
と

市
し

間
か ん

交
こ う

流
りゅう

の充実
じゅうじつ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

24 シティプロモーション※の推進
すいしん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

25 安心
あ ん し ん

して働
はたら

ける労
ろ う

働
ど う

環
か ん

境
きょう

の充
じゅう

実
じ つ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

歴
史

れ

き

し

・
文
化

ぶ

ん

か 

人
権

じ

ん

け

ん 

26 誰
だ れ

もが主
し ゅ

体
た い

的
て き

に学
ま な

び続
つ づ

ける生
しょう

涯
が い

学
が く

習
しゅう

の推
す い

進
し ん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

27 生涯
しょうがい

スポーツ・レクリエーションの推進
す い し ん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

28 豊
ゆ た

かな歴史
れ き し

・文化
ぶ ん か

の継承
けいしょう

と振興
し ん こ う

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

29 平和
へ い わ

意識
い し き

・人権
じ ん け ん

尊重
そんちょう

の啓発
け い は つ

・高揚
こ う よ う

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

30 あらゆる分野
ぶ ん や

での男女
だ ん じ ょ

共同
きょうどう

参画
さ ん か く

の促進
そ く し ん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

市
民

し

み

ん

協
働

き

ょ

う

ど

う 

行
政

ぎ

ょ

う

せ

い

運
営

う

ん

え

い 

31 市
し

民
み ん

協
きょう

働
ど う

と地域
ち い き

コミュニティの活性化
か っ せ い か

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

32 情報
じょうほう

公開
こ う か い

と広報
こ う ほ う

・広聴
こうちょう

の充実
じゅうじつ

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

33 持続
じ ぞ く

可能
か の う

な行
ぎょう

財政
ざ い せ い

運営
う ん え い

の推進
す い し ん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

34 広域
こ う い き

行政
ぎょうせい

・地方
ち ほ う

分権
ぶ ん け ん

の推進
す い し ん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

35 まちを支
さ さ

える人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

の推進
す い し ん

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

36 市
し

役所
や く し ょ

の窓口
ま ど ぐ ち

サービスの利便性
り べ ん せ い

向上
こうじょう

 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 

※地域
ち い き

の魅力
みりょく

を発見
はっけん

、発掘
はっくつ

、創造
そうぞう

し、それを市内外
し な い が い

に発信
はっしん

し、地域
ち い き

ブランド力
りょく

を高
たか

める取
と

り組
く

みのこと 
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羽曳野市
は び き の し

の将来像
し ょ う ら い ぞ う

（めざすべき姿
すがた

）についておたずねします 

問
とい

７．今
こん

後
ご

１０年間
ねんかん

のまちづくりで、あなたが重要
じゅうよう

だと思
お も

う番号
ば ん ご う

を３つ選
え ら

び、そのまちづ

くりを進
すす

めるうえでの行政
ぎょうせい

・市民
し み ん

・民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の関
かか

わり方
かた

について望
のぞ

ましいと思
お も

う

ものを、矢印
やじるし

の右下
した

の選択肢
せ ん た く し

からそれぞれ１つだけ選
え ら

んで○をつけてください。 

【選択肢
せ ん た く し

】今
こ ん

後
ご

１０年
ね ん

間
か ん

でめざすべきまち 

１．自然
し ぜ ん

・歴史
れ き し

と調和
ちょ うわ

した住み
す

よいまち 

[住
じゅう

環境
かんきょう

・景観
けい かん

] 

２．安全
あん ぜん

安心
あん しん

で快適
かい てき

に移動
い ど う

できるまち 

[道路
ど う ろ

・交通
こう つう

] 

３．憩
いこ

いを与
あた

える公
こう

園
えん

・緑
みどり

・水辺
み ず べ

のあるまち 

[公園
こう えん

・緑地
りょ くち

・河川
か せ ん

] 

４．安定
あん てい

したライフラインが整備
せ い び

されたまち 

[上下
じょ うげ

水道
すい どう

] 

５．市民
し み ん

が主体的
しゅ た いて き

に活躍
かつ やく

できるまち 

[市民
し み ん

参画
さん かく

・協働
きょうどう

] 

６．地域
ち い き

がつながり地域
ち い き

で課題
か だ い

解決
かい けつ

できるまち 

[地域
ち い き

コミュニティ] 

７．次
じ

世代
せ だ い

の生
い

きる力
ちから

を育
はぐく

むまち 

[就学前
しゅうがくまえ

・学校
がっ こう

教育
きょういく

] 

８．青少年
せいしょうねん

が夢
ゆめ

をもって社会
しゃ かい

参画
さん かく

できるまち 

[青少年
せいしょうねん

育成
いく せい

] 

９．地域
ち い き

全体
ぜん たい

で笑顔
え が お

あふれる子
こ

どもを育
はぐく

むまち 

[子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

] 

10．あらゆる主体
しゅ たい

が共
とも

に支
ささ

えあう共生
きょうせい

のまち 

[地域
ち い き

福祉
ふ く し

] 

11．住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

でいつまでも安心
あ ん し ん

して暮
く

らせるまち 

[高齢者
こう れ いし ゃ

福祉
ふ く し

] 

12．誰
だれ

もがその人
ひと

らしく自立
じ り つ

して暮
く

らせるまち 

[障
しょう

がい福祉
ふ く し

] 

13．心身
しん しん

がいきいきと健康
けん こう

に暮
く

らせるまち 

[保健
ほ け ん

・医療
いり ょう

] 

14．市民
し み ん

とともにつくる災害
さい がい

に強
つよ

い安
あん

全
ぜん

なまち 

[防災
ぼう さい

・危機
き き

管理
か ん り

] 

15．犯罪
はん ざい

を未然
み ぜ ん

に防
ふせ

ぎ安
あん

心
しん

して生活
せい かつ

できるまち 

[防犯
ぼう はん

・消費
しょ うひ

生活
せい かつ

] 

16．自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

を守
まも

り次
じ

世
せ

代
だい

につなぐまち 

[環境
かんきょう

保全
ほ ぜ ん

] 

17．市民
し み ん

の食
しょく

を支
ささ

える産 業
さんぎょう

を育
はぐく

むまち 

[農業
のうぎょう

・食品
しょくひん

産業
さんぎょう

] 

18．国内外
こく な いが い

から人
ひと

が訪
おとず

れる交流
こうりゅう

のまち 

[観光
かん こう

・魅力
みり ょく

発信
はっ しん

] 

19．人
ひ と

と企業
き ぎ ょ う

が集
あ つ

まる活
か っ

気
き

と創造
そ う ぞ う

にあふれるまち 

[商
しょう

工業
こうぎょう

] 

20．誰
だれ

もが夢
ゆめ

を持
も

ち働
はたら

きやすいまち 

[労働
ろう どう

環境
かんきょう

] 

21．貴重
きち ょう

な歴史
れ き し

文化
ぶ ん か

と共
とも

に生きるまち 

[歴史
れ き し

文化
ぶ ん か

] 

22．すべての世
せ

代
だい

が学
まな

びあい育
そだ

ちあえるまち 

[生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

] 

23．暮
く

らしに文
ぶん

化
か

・スポーツが息
いき

づくまち 

[文化
ぶ ん か

・スポーツ] 

24．思
おも

いやりを持
も

ち人権
じん けん

が尊重
そんちょう

されるまち 

[人権
じん けん

・平和
へ い わ

] 

25．誰
だれ

もが能力
のうりょく

と個性
こ せ い

を発揮
は っ き

できるまち 

[男女
だん じょ

共同
きょうどう

参画
さん かく

] 

26．多様
た よ う

な価値観
か ち か ん

が共生
きょうせい

できるまち 

[多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

、多様性
た よ う せ い

] 

27．持続
じ ぞ く

可能
か の う

な行
ぎょう

財政
ざい せい

運営
うん えい

  

[行
ぎょう

財政
ざい せい

運営
うん えい

] 

28．すべての市民
し み ん

に情報
じょうほう

が届
とど

けられるまち 

[市政
し せ い

の情報
じょうほう

発信
はっ しん

] 

29．満足
まん ぞく

を実感
じっ かん

できる市民
し み ん

サービスの実現
じつ げん

 

[市民
し み ん

サービス] 

30．その他
た

 

（                 ） 

 

重
じゅう

要
よう

なまちづくり まちづくりの担
に な

い手
て

・進
す す

め方
か た

 

 １．主
お も

に行政
ぎょうせい

が 

進
す す

めるべき 

２．市民
し み ん

が主体的
し ゅ た い て き

 

に進
す す

めるべき 

３．民間事
み ん か ん じ

業者
ぎょうしゃ

 

を活用
か つ よ う

すべき 

４．行政
ぎょうせい

･市民
し み ん

･事
じ

業者
ぎょうしゃ

 

が一緒
い っ し ょ

に進
す す

めるべき 

 
１．主

お も

に行政
ぎょうせい

が 

進
す す

めるべき 

２．市民
し み ん

が主体的
し ゅ た い て き

 

に進
す す

めるべき 

３．民間事
み ん か ん じ

業者
ぎょうしゃ

 

を活用
か つ よ う

すべき 

４．行政
ぎょうせい

･市民
し み ん

･事
じ

業者
ぎょうしゃ

 

が一緒
い っ し ょ

に進
す す

めるべき 

 
１．主

お も

に行政
ぎょうせい

が 

進
す す

めるべき 

２．市民
し み ん

が主体的
し ゅ た い て き

 

に進
す す

めるべき 

３．民間事
み ん か ん じ

業者
ぎょうしゃ

 

を活用
か つ よ う

すべき 

４．行政
ぎょうせい

･市民
し み ん

･事
じ

業者
ぎょうしゃ

 

が一緒
い っ し ょ

に進
す す

めるべき 
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 羽曳野市
は び き の し

の今後
こ ん ご

の取
と

り組
く

みについておたずねします 

羽曳野市
は び き の し

の令
れい

和
わ

６年
ねん

８月
がつ

末
まつ

現
げん

在
ざい

の住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

人
じん

口
こう

は 107,364人
にん

ですが、人口
じんこう

は減少傾向
げんしょうけいこう

が続
つづ

いています。人口減少
じんこうげんしょう

は地域
ち い き

コミュニティの希薄化
き は く か

や公共
こうきょう

交通
こうつう

の利便性
り べ ん せ い

の低下
て い か

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

に密着
みっちゃく

した商業
しょうぎょう

・サービス業
ぎょう

の衰退
すいたい

などを招
まね

き、それが地域
ち い き

の活力
かつりょく

を低
てい

下
か

させる負
ふ

の連鎖
れ ん さ

を引
ひ

き起
お

こす可能性
か の う せ い

があります。 
 

問
とい

８．あなたは羽曳野市
は び き の し

の人口
じ ん こ う

が減少
げんしょう

していることや、人口
じ ん こ う

減少
げんしょう

がまちづくりに影響
えいきょう

を及
およ

ぼしていることを知
し

っていましたか。（いずれか１つに〇） 

１．よく知
し

っていた ３．あまり知
し

らなかった 

２．ある程度
て い ど

知
し

っていた ４．まったく知
し

らなかった 

問
とい

９．人口
じんこう

が減少
げんしょう

する中
なか

で、まちの活性化
か っ せ い か

に向
む

けて、具体的
ぐ た い て き

にどのような取
と

り組
く

みが必要
ひつよう

だと思
おも

われますか。（最
もっと

も重要
じゅうよう

だと思
おも

うもの３つ以内
い な い

に○） 

【産業振興
さんぎょうしんこう

】 

１．市外
し が い

からの企業誘致
き ぎ ょ う ゆ う ち

の促進
そ く し ん

 

２．競争力
きょうそうりょく

のあるものづくり産業
さんぎょう

の育成
い く せ い

 

３．中小企業
ちゅうしょうきぎょう

の経営安定
け い え い あ ん て い

ための支援
し え ん

 

４．農林水産業
のう り んす い さん ぎ ょう

の振興
し ん こ う

 

５．観光
か ん こ う

の振興
し ん こ う

 

６．若
わ か

い世代
せ だ い

が求
も と

める働
はたら

く場
ば

づくり 

【移住
い じ ゅ う

・定住促進
ていじゅうそくしん

】 

７．20・30歳
さ い

代
だ い

の若
わ か

い世
せ

代
だ い

にターゲットを 

絞
し ぼ

った移
い

住
じゅう

支
し

援
え ん

 

８．市外
し が い

からの移住
い じ ゅ う

希望者
き ぼ う し ゃ

の転入
てんにゅう

促進
そ く し ん

 

９．市
し

出身者
しゅっしんしゃ

の Uターンの促進
そ く し ん

 

10．「親
お や

・子
こ

・孫
ま ご

」を基本
き ほ ん

とする３世代
せ だ い

同居
ど う き ょ

 

や近
き ん

居
き ょ

・隣
り ん

居
き ょ

への支援
し え ん

 

11．外
が い

国籍
こ く せ き

市民
し み ん

の定住
ていじゅう

支援
し え ん

 

【健
け ん

康
こ う

・福
ふ く

祉
し

】 

12．地域
ち い き

医療
い り ょ う

体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

13．健康
け ん こ う

寿命
じゅみょう

※の延伸
え ん し ん

 

14．高齢者
こ う れ い し ゃ

の生
い

きがいづくり 

15．身近
み ぢ か

な地域
ち い き

で住民
じゅうみん

同士
ど う し

が支
さ さ

え合う・ 

助
た す

け合
あ

う体
た い

制
せ い

の整
せ い

備
び

 

【子
こ

育
そ だ

て・教育
きょういく

】 

16．出
で

会
あ

いから結婚
け っ こ ん

までの支援
し え ん

 

17．妊娠
に ん し ん

・出産
しゅっさん

・子
こ

育
そ だ

ての切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

 

18．仕事
し ご と

と家庭
か て い

の両立
りょうりつ

支援
し え ん

 

19．特色
とくしょく

ある学校
が っ こ う

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

20．次
じ

代
だ い

を担
に な

う子
こ

どもたちの健
け ん

全
ぜ ん

育
い く

成
せ い

 

【防災
ぼ う さ い

・都市
と し

基盤
き ば ん

】 

21．防災
ぼ う さ い

・減災
げ ん さ い

対策
た い さ く

の充実
じゅうじつ

 

22．市
し

民
み ん

のライフステージに応
お う

じた 

防
ぼ う

犯
は ん

対
た い

策
さ く

の充実
じゅうじつ

 

23．道路
ど う ろ

や公共
こうきょう

交通
こ う つ う

（鉄道
て つ ど う

・バス）の充実
じゅうじつ

 

24．空
あ

き家
や

などの住宅
じゅうたく

対策
た い さ く

の充実
じゅうじつ

 

25．地域
ち い き

の特性
と く せ い

を活
い

かした市街地
し が い ち

整備
せ い び

 

【その他
た

】 

26．その他
た

の取
とり

組
くみ

 

（                            ） 

 

 

 

 

※健康
けんこう

寿 命
じゅみょう

とは、健康
けんこう

な 状 態
じょうたい

で生存
せいぞん

する期間
きかん

のこと。 
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結婚
け っ こ ん

・出産
し ゅ っ さ ん

・子
こ

育
そ だ

ての環
か ん

境
きょう

づくりについておたずねします 

 

問
とい

10．結婚
けっこん

しやすい、結婚
けっこん

したいと思
おも

える環境
かんきょう

をつくるためには、どのような行政
ぎょうせい

の支
し

援
えん

が効果的
こ う か て き

だと思
おも

いますか。（〇は３つ以内
い な い

） 

１．男女
だ ん じ ょ

の出
で

会
あ

いの提供
ていきょう

           ６．結婚
け っ こ ん

や住宅
じゅうたく

に対
た い

する資金
し き ん

貸与
た い よ

や補助
ほ じ ょ

支援
し え ん

 

２．夫婦
ふ う ふ

ともに働
はたら

き続
つ づ

けられる職場
し ょ く ば

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

 ７．安定
あ ん て い

した住居
じゅうきょ

・住宅
じゅうたく

の供給
きょうきゅう

 

３．安定
あ ん て い

した雇用
こ よ う

機会
き か い

の提供
ていきょう

         ８．女性
じ ょ せ い

が働
はたら

きやすい環
か ん

境
きょう

づくり 

４．結婚
け っ こ ん

した方
ほ う

が有利
ゆ う り

となるような制度
せ い ど

や保障
ほ し ょ う

 ９．長時間
ち ょ う じ か ん

労働
ろ う ど う

の是正
ぜ せ い

や有給
ゆうきゅう

休暇
き ゅ う か

の消化
し ょ う か

促進
そ く し ん

 

                        などによる、自由
じ ゆ う

な時間
じ か ん

の確保
か く ほ

 

５．結婚
け っ こ ん

に関
か ん

する総合的
そ う ご う て き

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

と相談
そ う だ ん

体制
た い せ い

 10．支援
し え ん

の必要
ひ つ よ う

はない 

11．その他
た

（                             ） 

 

問
とい

11．出産
しゅっさん

しやすい環境
かんきょう

をつくるためには、どのような行政
ぎょうせい

の支援
し え ん

が効果的
こ う か て き

だと思
おも

いま 

すか。（いずれか１つに〇） 

１．産休
さんきゅう

・育休
いくきゅう

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 ２．妊娠
に ん し ん

・出産
しゅっさん

に関
か ん

する相談
そ う だ ん

・地域
ち い き

サポート体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

３．経済的
け い ざ い て き

負担
ふ た ん

の軽減
け い げ ん

 ４．職場
し ょ く ば

復帰
ふ っ き

しやすい環
か ん

境
きょう

づくり 

５．支援
し え ん

の必要
ひ つ よ う

はない ６．その他
た

（                  ） 

 

問
とい

12．子
こ

育
そだ

てしやすい環境
かんきょう

をつくるためには、どのような行政
ぎょうせい

の支援
し え ん

があればよいと思
おも

いますか。（〇は３つ以内
い な い

） 

１．地域
ち い き

で見
み

守
ま も

るコミュニティの充実
じゅうじつ

 

２．子
こ

育
そ だ

てに関
か ん

する相談
そ う だ ん

・サポート体制
た い せ い

の充実
じゅうじつ

 

３．育児
い く じ

に関
か ん

するセミナーなどの開催
か い さ い

 

４．育児
い く じ

休暇
き ゅ う か

制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

（期間
き か ん

延長
えんちょう

など） 

５．男性
だ ん せ い

の育児
い く じ

休暇
き ゅ う か

取得
し ゅ と く

の推奨
すいしょう

 

６．子
こ

どもの人数
に ん ず う

に応
お う

じた経済的
け い ざ い て き

支援
し え ん

 

７．保育所
ほ い く し ょ

などの預
あ ず

け先
さ き

の施設
し せ つ

の充実
じゅうじつ

 

８．育
い く

休
きゅう

明
あ

けの働
はたら

き方
か た

に関
か ん

する支援
し え ん

 

９．育児
い く じ

や住宅
じゅうたく

に対
た い

する資金
し き ん

貸与
た い よ

や補助
ほ じ ょ

支援
し え ん

 

10．長時間
ち ょ う じ か ん

労働
ろ う ど う

の是正
ぜ せ い

や有給
ゆうきゅう

休暇
き ゅ う か

の取得
し ゅ と く

促進
そ く し ん

などによる、育児
い く じ

時間
じ か ん

の確保
か く ほ

 

11．支援
し え ん

の必要
ひ つ よ う

はない  

12．その他
た

（                                   ） 
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行政
ぎ ょ う せ い

情報
じ ょ う ほ う

の入手
に ゅ う し ゅ

方法
ほ う ほ う

などについておたずねします 

問
とい

13．市
し

からの行政情報
ぎょうせいじょうほう

などの入手方法
にゅうしゅほうほう

と今後
こ ん ご

の利用意向
り よ う い こ う

についておたずねします。 

それぞれの項目
こうもく

ごとに、あてはまる番号
ばんごう

を１つだけ選
えら

んで○をつけてください。 

項
こう

   目
もく

 

 

現在
げ ん ざ い

の入手
にゅうしゅ

方法
ほ う ほ う

 

よ
く
利
用

り

よ

う

し
て
い
る 

時
々

と

き

ど

き

利
用

り

よ

う

し
て
い
る 

利
用

り

よ

う

し
て
い
な
い 

（１）広報
こうほう

「はびきの」 １ ２ ３ 

（２）羽曳野市
は び き の し

ホームページ １ ２ ３ 

（３）羽曳野市
は び き の し

公式
こうしき

フェイスブック １ ２ ３ 

（４）羽曳野市
は び き の し

公式
こうしき

ＬＩＮＥ
ラ イ ン

 １ ２ ３ 

（５）町内会
ちょうないかい

（自治会
じ ち か い

）からの回覧板
かいらんばん

 １ ２ ３ 

（６）市
し

役所
やくしょ

に直接
ちょくせつ

聞
き

く（電話
で ん わ

・窓口
まどぐち

など） １ ２ ３ 

 

 

防災
ぼ う さ い

意識
い し き

についておたずねします 

問
とい

14．地震
じ し ん

や台風
たいふう

などの災害
さいがい

に備
そな

えて、あなたは非常時
ひ じ ょ う じ

の持
も

ち出
だ

し品
ひん

や災害
さいがい

時
じ

の備蓄品
び ち く ひ ん

を

準備
じゅんび

していますか。（いずれか１つに〇） 

１．準備
じゅんび

している ２．準備
じゅんび

していない 

 

問
とい

15．災害
さいがい

が発生
はっせい

した際
さい

に、どこの避難所
ひなんじょ

に避難
ひ な ん

したら良
よ

いか、把握
は あ く

していますか。 

（いずれか１つに〇） 

１．把握
は あ く

している ２．把握
は あ く

していない 

 

問
とい

16．ハザードマップを所持
し ょ じ

または確認
かくにん

していますか。（いずれか１つに〇） 

１．所持
し ょ じ

または確認
かくにん

している ３．ハザードマップについて聞
き

いたことがない 

２．所持
し ょ じ

も確認
かくにん

もしていない  
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デジタル化
か

についておたずねします 

問
とい

17．地域社会
ちいきしゃかい

のデジタル化
か

が進
すす

むなかで、あなたが期待
き た い

することは何
なん

ですか。   

（〇は３つ以内
い な い

） 

１．市
し

役所
やくしょ

へ行
い

かなくても申請
しんせい

や届出
とどけで

などの手続
てつづき

ができる 

２．インターネット上
じょう

で市
し

のサービスや手続
てつづき

の相談
そうだん

ができる 

３．市
し

の業務
ぎょうむ

を効率化
こうりつか

し、住 民
じゅうみん

サービスを向上
こうじょう

させる 

４．市
し

からのお知
し

らせがスマートフォンなどで簡単
かんたん

に分かりやすく入手
にゅうしゅ

できる 

５．インターネット上
じょう

で公 共
こうきょう

施設
し せ つ

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

の確認
かくにん

や予約
よ や く

をもっと進
すす

める 

６．市内
し な い

の 中 小
ちゅうしょう

企業
きぎょう

や農 業
のうぎょう

分野
ぶ ん や

でのデジタル活用
かつよう

を支援
し え ん

する 

７．デジタル技術
ぎじゅつ

を活用
かつよう

し観光
かんこう

やシティプロモーションの活性化
かっせいか

を図
はか

る 

８．税
ぜい

、公 共
こうきょう

料 金
りょうきん

などの支払
し は ら

いのキャッシュレス化
か

をもっと進
すす

める 

９．情報
じょうほう

セキュリティ対策
たいさく

を徹底
てってい

し、市民
し み ん

の個人
こ じ ん

情報
じょうほう

を守
まも

る 

10．その他
た

（                                 ）  

 

幸福感
こうふくかん

についておたずねします 

問
とい

18．現在
げんざい

のあなたの 幸
しあわ

せ度
ど

はどれくらいですか。「とても不幸
ふ こ う

（０点）」から「とても

幸
しあわ

せ（10 点）」の間
あいだ

で表
あらわ

すと、何点
なんてん

だと思
おも

いますか。（いずれか１つに〇） 

とて
も幸
せ 

 とて
も不
幸 

分から
ない 

10 点 9 点 8 点 7 点 6 点 ５点 4 点 3 点 2 点 1 点 0 点 × 

 

問
とい

19．幸
しあわ

せ度
ど

を判断
はんだん

する際
さい

に重視
じゅうし

したことは何
なん

ですか。（いずれか１つに〇） 

１．家計
か け い

の状 況
じょうきょう

（所得
しょとく

・消費
しょうひ

） ７．精神的
せいしんてき

なゆとり 

２．就 業
しゅうぎょう

状 況
じょうきょう

（仕事
し ご と

の有無
う む

・安定
あんてい

） ８．趣味
し ゅ み

や社会
しゃかい

貢献
こうけん

などにおける生
い

きがい 

３．健康
けんこう

状 況
じょうきょう

 ９．家族
か ぞ く

関係
かんけい

 

４．自由
じ ゆ う

な時間
じ か ん

 10．友人
ゆうじん

関係
かんけい

 

５．充実
じゅうじつ

した余暇
よ か

 11．職場
しょくば

（学校
がっこう

）の人間
にんげん

関係
かんけい

 

６．仕事
し ご と

（学校
がっこう

生活
せいかつ

）の充実度
じゅうじつど

 12．地域
ち い き

コミュニティとの関係
かんけい

 

13．その他
た

（ ） 
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最後
さ い ご

に、あなた自身
じ し ん

のことについておたずねします 

問
とい

20．あなたの性別
せいべつ

をお答えください。（いずれか１つに〇） 

  ※あなたが認識
にん しき

している、ご自身
じ し ん

の性別
せい べつ

を選
えら

んでください。 

１．男性
だんせい

 

 

２．女性
じょせい

 ３．その他
た

 
 
 

問
とい

21．あなたの年齢
ねんれい

をお答えください。（いずれか１つに〇） 

１．１０歳代
さいだい

 ３．３０歳代
さいだい

 ５．５０歳代
さいだい

 ７．７０歳
さい

以上
いじょう

 

２．２０歳代
さいだい

 ４．４０歳代
さいだい

 ６．６０歳代
さいだい

  

 

問
とい

22．あなたがお住
す

まいになられている地区
ち く

をお答えください。（いずれか１つに〇） 

１．古市
ふるいち

地区
ち く

 ３．埴生
は に ふ

地区
ち く

 ５．駒ヶ谷
こ ま が た に

地区
ち く

 ７．丹比
た ん ぴ

地区
ち く

 

２．高鷲
たかわし

地区
ち く

 ４．羽曳
は び き

が丘
おか

地区
ち く

 ６．西浦
にしうら

地区
ち く

 

 

 

※地区名
ち く め い

がわからない場合
ばあい

は、お住
す

まいの町
まち

・丁目名
ちょうめめい

を以下
い か

にご記
き

入
にゅう

ください。 

 

 

 

 

【記入例
きにゅうれい

】 
 

古市
ふるいち

１丁目
ちょうめ

 

 

問
とい

23．あなたが羽曳野市
は び き の し

にお住
す

まいになって何
なん

年
ねん

たちますか。（いずれか１つに〇） 

１．５年
ね ん

未
み

満
ま ん

 ３．10年
ね ん

以上
い じ ょ う

20年
ね ん

未満
み ま ん

 

 

 

 

 

２．5年
ね ん

以上
い じ ょ う

10年
ね ん

未満
み ま ん

 ４．20年
ね ん

以上
い じ ょ う

 
 

 

 

問
とい

24．あなたが同居
どうきょ

されている家族
か ぞ く

の構成
こうせい

をお答
こた

えください。（いずれか１つに〇） 

１．本人
ほんにん

のみ ４．親
おや

と子
こ

と孫
まご

の３世代
せ だ い

 

２．本人
ほんにん

と配偶者
はいぐうしゃ

 ５．その他
た

（           ） 

３．親
おや

と子
こ

の２世代
せ だ い

  
 

 

 
 

問
とい

25．あなたのご職 業
しょくぎょう

をお答
こた

えください。（いずれか１つに〇） 

※兼 業
けんぎょう

の方
かた

は、主
しゅ

たる 職 業
しょくぎょう

をお答
こた

えください。 

１．勤
つと

め人
にん

（パート・アルバイトの方
かた

を含
ふく

む） ５．学生
がくせい

 

２．自営業
じえいぎょう

・会社
かいしゃ

経営
けいえい

（家族
か ぞ く

従事者
じゅうじしゃ

を含
ふく

む） ６．無職
むしょく

 

３．農業
のうぎょう

 ７．その他
た

（        ） 

４．専業
せんぎょう

主婦
し ゅ ふ

（主夫
し ゅ ふ

、内 職
ないしょく

の方
かた

を含
ふく

む）  
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問
とい

26．あなたの通勤先
つうきんさき

・通学先
つうがくさき

は、どちらですか。（いずれか１つに〇） 

１．羽曳野
は び き の

市内
し な い

 ４．大阪府外
お おさ かふが い

 

２．大阪
おおさか

市内
し な い

 ５．通勤
つうきん

・通学
つうがく

していない 

３．大阪
おおさか

府内
ふ な い

（羽曳野市
は び き の し

・大阪市
お お さ か し

を除
のぞ

く）  

 
 

まちづくりに対
たい

するご意
い

見
けん

・ご提
てい

案
あん

などがありましたらご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご協
きょう

力
りょく

ありがとうございました。 

 お手数
て す う

ですが、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

にて、1０月
が つ

３１日
に ち

（木
もく

）までに 

ご投
とう

函
かん

をお願
ねが

いいたします。 


